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ウ） 電解コンデンサを固定しているブラケットの
　　 ねじ（１か所）を外し，ブラケットを取外す。

　　 し，電解コンデンサを交換する。

※ 電解コンデンサの極性に注意すること。
図７　電解コンデンサ部（ＮＦ基板取外し後）

ア） カバー（リアクタ部）を固定しているねじ
　　（上部２か所，正面１か所，計３か所）を
　　 外し，カバーを取外す。

図８　リアクタ部（カバー有り）

イ） リアクタ固定ブラケットを固定しているねじ
　　（側面３か所）を取外す。

エ） リアクタ固定ブラケットとリアクタ本体を固
　　 定しているねじ（４か所）を外し，リアクタ
　　 を交換する。

図９　リアクタ部（カバー取外し後）

固定ブラケット

カバー（リアクタ部）

リアクタ
固定ブラケット

4） 電解コンデンサの交換手順

5） リアクタの交換手順

ア） NF基板を取外す。

イ） メイン基板のＰ，Ｎ端子部のねじを外す。

エ） 電解コンデンサ（2個）と配線ASSYを取出

　 端子ねじ(M5)締付トルク：2.5～2.7[N・m]

ウ） メイン基板のR, S, T端子部およびNF基板の
　　 Ro, So, To端子部のねじを外す。

(a)Ｐ,Ｎ端子(メイン基板） (b)ＮＦ基板取外し後

(b)ブラケット固定ねじ部（Ａ視）

(a)リアクタ（カバー取外し後）部

A視
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　　 室外ユニットから取外す。

ウ） フロントカバーを取外す。
　　（（ⅰ）項参照）

エ） 室外ユニットの制御箱と接続している配線
　　（電源線，ＣＴ線，信号線）を外す。

図10　アクティブフィルタの室外ユニットへの取付箇所

図11　ダクトASSYの取付箇所

　　固定しているねじ（4か所）を外し，ダクト
　　ASSYを取外す。

キ） ファンモータ用のカバーを固定しているねじ
　　 （正面側２か所，下方２か所の計４か所）を外す。

ク） フェライトコアを固定しているバンドを切断
　　 または，メイン基板のＰ，Ｎ端子部のねじを
　　 外してフェライトから配線を抜き，カバーを
　　 取外す。

(b) ファンモータ部（正面視）（カバー有り）

 (a) ファンモータ部（B視）

図12　ファンモータ部

カバー フェライトコア
B視

6） ファンモータ（FM）の交換手順

ア） ファンモータを交換する場合は、最初にAFを

イ） アクティブフィルタユニットを室外ユニット
       に固定しているねじ（５か所）を外す。

オ） アクティブフィルタユニットを室外ユニット
       から取外す。

カ） アクティブフィルタ本体とダクトASSYを

ウ） 電解コンデンサを固定しているブラケットの
　　 ねじ（１か所）を外し，ブラケットを取外す。

　　 し，電解コンデンサを交換する。

※ 電解コンデンサの極性に注意すること。
図７　電解コンデンサ部（ＮＦ基板取外し後）

ア） カバー（リアクタ部）を固定しているねじ
　　（上部２か所，正面１か所，計３か所）を
　　 外し，カバーを取外す。

図８　リアクタ部（カバー有り）

イ） リアクタ固定ブラケットを固定しているねじ
　　（側面３か所）を取外す。

エ） リアクタ固定ブラケットとリアクタ本体を固
　　 定しているねじ（４か所）を外し，リアクタ
　　 を交換する。

図９　リアクタ部（カバー取外し後）

固定ブラケット

カバー（リアクタ部）

リアクタ
固定ブラケット

4） 電解コンデンサの交換手順

5） リアクタの交換手順

ア） NF基板を取外す。

イ） メイン基板のＰ，Ｎ端子部のねじを外す。

エ） 電解コンデンサ（2個）と配線ASSYを取出

　 端子ねじ(M5)締付トルク：2.5～2.7[N・m]

ウ） メイン基板のR, S, T端子部およびNF基板の
　　 Ro, So, To端子部のねじを外す。

(a)Ｐ,Ｎ端子(メイン基板） (b)ＮＦ基板取外し後

(b)ブラケット固定ねじ部（Ａ視）

(a)リアクタ（カバー取外し後）部

A視
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ケ） ファンモータを固定しているねじ（４か所／　
　　 ファンモータ１個,計８か所）を外す。

コ） ファンモータ配線のコネクタを外し，ファン
モータを交換する。

(b)ファンモータ部（正面視）（カバー取外し後）

（※）ファンモータの取付方向（給気側，排気側）
　　　を間違えないように注意すること。
　　　ファンモータ固定用ねじの締付トルク：

0.44[N･m]
(a) ファンモータ部（Ｂ視）
図13　ファンモータ部（カバー取外し後）

ア） 室外ユニット側制御箱のカバーを取外す。

イ） 中継コネクタを外す。

ウ） CTセンサと電源配線を固定しているバンドを

　　 交換する。

エ） CTセンサを配線に取付け，バンドで配線に固
　　 定する。（※）

図15　CT取付部

給気側排気側

B視

CTセンサ

中継コネクタ

7） カレントトランス（CT）センサの交換手順

　　 切断し，CTセンサ（R相，Ｔ相）を取外し，

図14　室外ユニット側制御箱（AF取付状態）

※ CTセンサの取付方向，接続配線（R相，T相）
　 の誤組みに注意。（取付要領参照）
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図１  部品配置図 

半挿しが無い様注意

ＣＮＭ 

ＳＷ１，２ 

※電装部品の有無，形状および位置は，
　機種によって異なる場合があります。

 
  

ＣＮＲ 

ＣＮ_ＯＮ 

ＣＮ_ＥＲＲ 

ＣＮＡ ＣＮＣＴ 

ＣＮＷ 

ＩＣ３０１

ＣＮＴＲ ＣＮＵ ＣＮＰ 

ＴＢ３(青) 

ＴＢ１(赤) 

ＴＢ２(白) 

ＴＢ４(赤) ＴＢ５(青) 

⒟　アクティブフィルタ（AF）メイン基板交換要領

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
   表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

下記の要領でメイン基板の交換を行ってください。
1　交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。コントローラのカバーを取外し（図２参照），
　　ＤＣ電源電圧を測定し十分に放電したことを確認してください。（図３参照）
2　対象の基板のコネクタ，丸端子およびパワートランジスタ（ＩＣ３０１）取付用ねじを外し，基板を取外してください。
　　取外した後，放熱フィンに付着しているシリコングリスをきれいに拭き取ってください。
3　新しい基板の設定スイッチ（ＳＷ１，２）のＯＮ／ＯＦＦ設定を交換前の基板に合わせてください。
4　�新しい基板のパワートランジスタ（ＩＣ３０１）表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取付けてください。�

塗布しないと部品が破損することがあります。（シリコングリスは使い切ってください。）
5　新しい基板のパワートランジスタ（ＩＣ３０１）の取付用ねじを締め，コネクタおよび丸端子を元の状態に接続してく
　　ださい。（図４および表１参照）
接続後，半挿しが無いことを確認してください。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
　交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。
・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。
　通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。
・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
　交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

警告！

注意！

注意！

警告！

安全上のご注意

PCZ012D021
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名称 記号 締付順序 締付位置 締付トルク 備考
1 Ⓐ
2 Ⓑ
3 Ⓑ
4 Ⓐ

丸端子 TB1-5 － － 2.50～2.70 N・m －

パワー
トランジスタ IC301

0.36～0.42 N・m

1.20～1.40 N・m

仮締め

本締め

ＤＣ電源電圧測定箇所 ：ＴＢ４－ＴＢ５間 
電源ＯＦＦ後，十分放電したことを確認 

電源を切って３分後に実施 

Ａ 

２００Ｖ仕様コントローラ 

メイン基板 

Ⓐ 

Ⓑ 
ＩＣ３０１ 

電圧測定箇所詳細 

矢視Ａ

カバー 

表１　締付トルク  

図３　電圧測定箇所およびメイン基板位置

図４　パワートランジスタ（ＩＣ３０１）固定部

図２　カバー取外しねじ位置

のねじ（４か所）を外して，カバーを取外してください。 
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名称 記号 締付順序 締付位置 締付トルク 備考
1 Ⓐ
2 Ⓑ
3 Ⓑ
4 Ⓐ

丸端子 TB1-5 － － 2.50～2.70 N・m －

パワー
トランジスタ IC301

0.36～0.42 N・m

1.20～1.40 N・m

仮締め

本締め

ＤＣ電源電圧測定箇所 ：ＴＢ４－ＴＢ５間 
電源ＯＦＦ後，十分放電したことを確認 

電源を切って３分後に実施 

Ａ 

２００Ｖ仕様コントローラ 

メイン基板 

Ⓐ 

Ⓑ 
ＩＣ３０１ 

電圧測定箇所詳細 

矢視Ａ

カバー 

表１　締付トルク  

図３　電圧測定箇所およびメイン基板位置

図４　パワートランジスタ（ＩＣ３０１）固定部

図２　カバー取外しねじ位置

のねじ（４か所）を外して，カバーを取外してください。 

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
���表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

下記の要領で制御基板の交換を行ってください。
１）交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。
　　（図２に示すＤＣ電源電圧（制御電源）を測定し十分に放電したことを確認してください。）�
２）制御基板のコネクタを外してください。
３）基板上のCT1，CT2に通している青色の配線を外して制御基板を交換してください。
　　（CT2が未実装の場合はCT1のみ）
４）新しい基板の設定スイッチ（SW1⊖6）およびジャンパ線（J11⊖16）の設定を交換前の基板に合わせてください。
５）青色の配線を交換した基板上のCT1，CT2に通してねじを締めてください。
　　（CT2が未実装の場合はCT1のみ）
６）制御基板へコネクタを接続してください。（接続後，半挿しが無い様確認してください。）

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
　交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。
・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。
　通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。
・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
　交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

警告！

注意！

注意！

警告！

安全上のご注意

※１：交換前の基板にあるものを再利用してください。
※２：補用品基板は，共用化しているため機種によって

は交換前の基板に比べ，余分にコネクタが実装さ
れている場合があります。基板交換後，コネクタ
を挿入する際は色とコネクタ名称を確認し，誤挿
入がないように注意してください。

LED２（緑）

LED1
（赤）

LED３

⑸　室外ユニット基板の交換手順
⒜　 制御基板交換要領

PCB012D046A C
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 半挿しが無い様注意

制御
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・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。
通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

警告！

注意！

注意！

警告！

安全上のご注意

 

 
 

CNI2 CNR 

JSW

LED1（黄）

10,11 

CNI3 

半挿しが無い様注意

電源を切って３分後に実施 

CNA 

部品番号表示 
図１  対象基板（インバータ基板）の部品配置図 

下記の要領でインバータ基板（図１）の交換を行ってください。インバータ基板搭載箇所は図 4を参照してください。
１）交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。
　　（電源OFF 直後はコンデンサが放電されておらず、高電圧状態で危険なため、コントローラを触らないでください。）
２）�ハーネスが接続されている状態で、図 2に示す箇所（２種類：（Ａ）制御電源，（Ｂ）インバータ電源）のＤＣ電源電

圧を測定し、２０Ｖ以下（コンデンサ放電後の電圧）であることを確認してください。
３）図 3に示すようにハーネスをバンド，クリップ，制御基板上のコネクタから外し、指定のねじを外してください。
４）�図 4 のように制御面を開き、対象基板 (インバータ基板 )に接続されたコネクタ（図１参照），スナバコンデンサ（図 4

参照），ハーネス（Ｐ，Ｎ，Ｕ，Ｖ，Ｗ線）を外し、対象基板 (インバータ基板 )を交換してください。
　　制御面を開けている際は、上から力を加えないでください。製品の変形やけがの原因になります。
５）新しいインバータ基板のスイッチ（ＪＳＷ１０，１１）のＯＮ／ＯＦＦ設定を交換前の基板に合わせてください。
６）�基板交換後、図 5のようにパワートランジスタへスナバコンデンサを取付け、コネクタやハーネス等を全て元の状態

に戻してください。（コネクタ接続後、半挿しが無い様��確認してください。）
　　制御面を閉じる際に配線の噛み込みがないように注意してください。
　　配線が損傷し、ショートや火災の原因になります。

⒝　 インバータ基板交換要領

PCB012D057 D
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図５　パワートランジスタへのハーネスとスナバコンデンサ取付方法
 

ハーネス 

丸端子 

 

インバータ基板 接続子 
（金属柱） 

スナバコンデンサ 

パワートランジスタ 

対象基板(インバータ基板) 
スナバコンデンサ 

図４　制御面を開き,対象基板が見える状態  

ねじを外してください。 
(７か所) 

※：電装部品の有無および形状は、 
機種により異なる場合があります。 

   
   

 

インバータ基板２
 

インバータ基板１ 

 

図２　電圧測定箇所

図３　取外し箇所

ハーネスとスナバコンデンサをパワートランジスタにねじ止めす
る場合は、図の様に予め，接続子(金属柱)をインバータ基板の
「Ｐ」，「Ｎ」，「Ｕ」，「Ｖ」，「Ｗ」の各穴にセットし、ハーネスと
スナバコンデンサを、接続子を介して共締めすること。 
（「Ｕ」，「Ｗ」へねじ止めするハーネスはＩＣ２１，２２に通した
後各穴にセットすること。） 
（スナバコンデンサは「Ｐ」，「Ｎ」に接続すること。） 

（Ａ）制御電源電圧測定箇所：Ｆ１－ＤＳ，（－）間
　　（電源ＯＦＦ後、コンデンサが放電し、ＤＣ電圧が２０Ｖ以下で

あることを確認してください。）

（Ｂ）インバータ電源電圧測定箇所（ＩＮＶ１,２）：ＤＭ，（＋）－（－）間
（電源ＯＦＦ後、コンデンサが放電し、ＤＣ電圧が２０Ｖ以下である
ことを確認してください。） 
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図５　パワートランジスタへのハーネスとスナバコンデンサ取付方法
 

ハーネス 

丸端子 

 

インバータ基板 接続子 
（金属柱） 

スナバコンデンサ 

パワートランジスタ 

対象基板(インバータ基板) 
スナバコンデンサ 

図４　制御面を開き,対象基板が見える状態  

ねじを外してください。 
(７か所) 

※：電装部品の有無および形状は、 
機種により異なる場合があります。 

   
   

 

インバータ基板２
 

インバータ基板１ 

 

図２　電圧測定箇所

図３　取外し箇所

ハーネスとスナバコンデンサをパワートランジスタにねじ止めす
る場合は、図の様に予め，接続子(金属柱)をインバータ基板の
「Ｐ」，「Ｎ」，「Ｕ」，「Ｖ」，「Ｗ」の各穴にセットし、ハーネスと
スナバコンデンサを、接続子を介して共締めすること。 
（「Ｕ」，「Ｗ」へねじ止めするハーネスはＩＣ２１，２２に通した
後各穴にセットすること。） 
（スナバコンデンサは「Ｐ」，「Ｎ」に接続すること。） 

（Ａ）制御電源電圧測定箇所：Ｆ１－ＤＳ，（－）間
　　（電源ＯＦＦ後、コンデンサが放電し、ＤＣ電圧が２０Ｖ以下で

あることを確認してください。）

（Ｂ）インバータ電源電圧測定箇所（ＩＮＶ１,２）：ＤＭ，（＋）－（－）間
（電源ＯＦＦ後、コンデンサが放電し、ＤＣ電圧が２０Ｖ以下である
ことを確認してください。） 

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

下記の要領でトランジスタモジュールの交換を行ってください。
１）交換作業は、電源を切って３分後に実施してください。

（必ず電解コンデンサ端子（パワートランジスタのＰ、Ｎ間または、ファンモータ電源コネクタ）両端の電圧（ＤＣ）を測定
し十分に放電した事を確認してください。）

２）コントロールボックス内を開口してください。
３）パワートランジスタのＵ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎの配線を外してください。（図１部品配置図参照 )
４）インバータ基板を取外した後，トランジスタモジュール用のねじを外してトランジスタモジュールを取外してください。
５）トランジスタモジュールの裏面全面に付属のシリコングリースを均一に塗布してから取付けてください。
６）コネクタがかみ合っている事を確認してインバータ基板を取付けてください。
７）配線（Ｕ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎ）を接続してください。
８）コントロールボックスを元通りに組み立ててください。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になる事があります。

・トランジスタモジュール交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換時は、必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。
  通電状態での交換は，感電や火災の原因になります。
・トランジスタモジュール交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されている事を確認して
  ください。交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

警告！

注意！

注意！

警告！

安全上のご注意

図１ 部品配置図

インバータ基板と接続されるコネクタ

Ｎ

（青）

Ｐ

（赤）

Ｗ

（青）

Ｖ

（白）

Ｕ

（赤）

⒞　�トランジスタモジュール交換要領

PCB012D043 D
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図１ 部品配置図

ＡＣ１ ＡＣ２ ＡＣ３

（赤） （白） （青）

＋ －
（リアクタから） （電解コンデンサから）

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

下記の要領でダイオードモジュールの交換を行ってください。
１）交換作業は、電源を切って１０分後に実施してください。

（必ず電解コンデンサ端子（ファンモータ電源コネクタ）両端の電圧（ＤＣ）を測定し十分に放電した事を確認してく
ださい。）

２）コントロールボックスを開口してください。
３）ダイオードモジュール（ＡＣ１，ＡＣ２，ＡＣ３，＋，－）の配線を外してください。（図１参照）
４）ダイオードモジュール用のねじを外してダイオードモジュールを取外してください。
５）ダイオードモジュールの裏面全面に付属のシリコングリースを均一に塗布してから取付けてください。

（推奨ダイオードモジュール締付トルク：１．５～２．５Ｎ・ｍ）
６）ダイオードモジュール（ＡＣ１，ＡＣ２，ＡＣ３，＋，－）に配線を接続してください。（図１参照）

（推奨ダイオードモジュール締付トルク：１．５～２．５Ｎ・ｍ）
７）コントロールボックスを元通りに組み立ててください。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になる事があります。

・ダイオードモジュール交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・ダイオードモジュール交換時は、必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行ってください。
通電状態での交換は，感電や火災の原因になります。

・ダイオードモジュール交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されている事を確認し
てください。交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

警告！

注意！

注意！

警告！

安全上のご注意

⒟　�ダイオードモジュール交換要領

PCB012D009B C
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注(1)SW6-5は5HLXAのみ。

・SW5（機能切換え）

・SW7，8，9（機能切換え）

・SW1，2（アドレス設定）

・SW3（機能切換え）

■J13～15による切換え（有：短路／無：開放）

・SW4-１～4，SW6-5，8（機種切換え）

・SW4-5，6（デマンド切換え）

・SW4-7，8（親・子設定）

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転開始　　 試運転

OFF 試運転開始　　 通常

SW5-2
ON 試運転モード　 冷房

OFF 試運転モード　 暖房

SW5-3
ON ポンプダウン　　ポンプダウン

OFF ポンプダウン　  通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧SL

OFF 自動判定

内　容

SW7 データ消去／書込み

SW8 7セグメント表示UP　  1位

SW9 7セグメント表示UP　10位

機種容量 P280 P335 P400 P450 P500

SW4-1 ON OFF OFF ON OFF

SW4-2 ON ON OFF OFF ON

SW4-3 OFF OFF ON ON ON

SW6-5 ON

P560

ON

ON

ON

SW4-4 OFF ON OFF OFF OFF OFF

SW6-8

ON

ON ON ON ON ON ON

ON ON ON ON

有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力

無 外部入力　パルス入力

J14
有 デフロスト復帰温度　通常

無 デフロスト復帰温度　強化

J15
有 デフロスト開始温度　通常

無 デフロスト開始温度　寒冷地

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検LEDリセット

OFF 通常

SW3-2
ON 自動バックアップ運転

OFF 無効

SW3-4
ON 冷媒量判定

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW4-5 SW4-6 圧縮機能力（％）

OFF OFF 80

ON OFF 60

OFF ON 40

ON ON 0

室外ユニット SW4-7 SW4-8

親機 OFF OFF

子機1 ON OFF

子機2 OFF ON

内　容

SW1 アドレス設定　室外No.（10位）

SW2 アドレス設定　室外No.（1位）

機種

スイッチ
P280

JSW10－1 OFF

JSW10－2 OFF

JSW10－3 OFF

JSW10－4 OFF

JSW11－1 OFF

JSW11－2 ON

JSW11－3 ON

JSW11－4 OFF

P335 P400 P450

OFF OFF OFF

OFF OFF OFF

OFF OFF OFF

OFF OFF OFF

OFF OFF OFF

ON ON ON

ON ON ON

OFF INV1 : OFF
INV2 : ON

INV1 : OFF
INV2 : ON

P500

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

ON

ON

INV1 : OFF
INV2 : ON

P560

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

ON

ON

INV1 : OFF
INV2 : ON

スイッチ

スイッチ

ジャンパ線

スイッチ

◆コントロール基板

■制御切換えスイッチ

◆インバータ基板

⒠　制御切換スイッチ
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記号 コネクタ 機　　　　　能
52X1 CNM1 CM1用電磁接触器
52X2 CNM2 CM2用電磁接触器
20S CNN1 四方切換弁
SV6 CNN2 電磁弁・油戻し（CM1）
SV7 CNN3 電磁弁・油戻し（CM2）
SV1 CNN6 電磁弁・液バイパス（CM1）
SV2 CNN7 電磁弁・液バイパス（CM2）
FMC1,2 CNN8 冷却ファン 1,2
SV3 CNN10 電磁弁・油戻し（CM1,2）
SV13 CNN12 ホットガスバイパス 2
CH1 CNR1 クランクケースヒータ 1（CM1）
CH2 CNR2 クランクケースヒータ 2（CM2）
52XR CnH 運転出力
52XE CnY 異常出力
チェッカ CnE RAMチェッカ出力
RS-232C CnV サービス用出力ソフトウェア書換え
LED1 点検（赤）
LED2 正常（緑）
LED3 サービス用（緑）
7SEG1 7 セグメント LED1（機能）
7SEG2 7 セグメント LED2（データ）
EEVH1 CNEEV1 暖房用電子膨張弁 1（前）
EEVH2 CNEEV2 暖房用電子膨張弁 2（後）
EEVSC CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁

ⅰ　制御基板入力 ⅱ　制御基板出力

ⅲ　制御基板入出力（双方向）

記号 コネクタ 機　　　能

FMo1

CnFAN1-1 DC15V出力（Vcc）
-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 GND

FMo2

CnFAN2-1 DC15V出力（Vcc）
-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 GND

INV通信 CnI1 インバータ通信
スーパーリンク CnX1 スーパーリンク通信
スーパーリンク CnX2 スーパーリンク通信予備

記号 コネクタ 機　　　　　能
Tho-A CNTH 外気温度センサ
Tho-R1 CNTH 熱交温度センサ 1（出口・前）
Tho-R2 CNB2 熱交温度センサ 2（出口・後）
Tho-R3 CNB3 熱交温度センサ 3（入口・前）
Tho-R4 CNB4 熱交温度センサ 4（入口・後）
Tho-D1 CNTH 吐出管温度センサ 1（CM1）
Tho-D2 CNC2 吐出管温度センサ 2（CM2）
Tho-C1 CNU1 ドーム下温度センサ 1（CM1）
Tho-C2 CNU2 ドーム下温度センサ 2（CM2）
Tho-P1 CNP1 パワートランジスタ温度センサ 1（CM1）
Tho-P2 CNP2 パワートランジスタ温度センサ 2（CM2）
Tho-S CNTH 吸入管温度センサ
Tho-SC CNF2 過冷却コイル温度センサ 1（液）
Tho-H CNF1 過冷却コイル温度センサ 2（ガス）
CT1 圧縮機電流（CM1）
CT2 圧縮機電流（CM2）
PSH CNL1 高圧圧力センサ
PSL CNL2 低圧圧力センサ
63H1-1 CNQ1 高圧圧力開閉器（CM1）
63H1-2 CNQ2 高圧圧力開閉器（CM2）

CNS1 外部運転入力
CNS2 デマンド入力
CNG1 冷暖強制入力
CNG2 サイレントモード入力

電源 CNW AC200V, 欠相検知

⒡　コネクタの機能
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耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
Ⅰ　仕　　様

13. 耐重塩害仕様室外ユニット

（B）据付場所について

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります）

（C）設置距離目安

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐重塩害仕様

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

・室外ユニットに雨があまりかからない場所
・潮風が直接当たる場所
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内に

ある場所
・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄製部の

塗り替え等が多い場所

－

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります）

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

L

L

L

－

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

潮風

海

（D）据付上の注意（維持管理）

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，
波しぶき等が直接かかる場所への設置は避けてください。
外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニット
には日除け等を取付けないなど配慮してください。
室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進させるため，底板内の水抜け性を損な
わないように，傾き等に注意してください。
海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。
据付，メンテナンス等で付いた傷は，補修してください。
機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。
基礎部分の排水性を確保してください。

a)

b)

c)

d)
e)
f)
g)

仕　　　様
塗装用亜鉛鉄板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn-Mg合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

Al-Zn-Mg合金メッキ鋼板＋塗装　
下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
アルミダイキャスト＋防錆剤塗布
鋼管＋焼付塗装＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛鉄板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋ポリエステル系塗料粉体塗装（上塗）

亜鉛鉄板＋カチオン電着塗装（下塗）
＋ポリエステル系塗料粉体塗装（上塗）

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
鉄鋼＋亜鉛コーティング＋クロメート処理      ステンレス＋不動態化処理

銅管
標準機仕様と同じ

部 品 名

外 板

底 板

ド レ ン パ ン

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ
モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノイズフィルタ基板

電 装 品 箱

操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

外 側

内 側

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品， 銘 板 ）

熱 交 換 器

ね じ

基
板

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準機仕様と異なる点を示します。

1　形式：FDCSP2805，3355，4005，4505，5005，5605HLXB
●形式記号　（例）FDCSP2805HLXB

2）　仕様
耐重塩害仕様

3　据付時およびメンテナンス時のご注意

PCB004Z296 B
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（B）据付場所について

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります。）

（C）設置距離目安

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐重塩害仕様

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

・室外ユニットに雨があまりかからない場所
・潮風が直接当たる場所
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内に

ある場所
・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄製部の

塗り替え等が多い場所

－

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります。）

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

L

L

L

－

海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき
等が直接かかる場所への設置は避けてください。
外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除
け等を取付けないなど配慮してください。
室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進させるため，底板内の水抜け性を損なわないよ
うに，傾き等に注意してください。
海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。
据付，メンテナンス等で付いた傷は，補修してください。
機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。
基礎部分の排水性を確保してください。

a)

b)

c)

d)
e)
f)
g)

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

潮風

海

（D）据付上の注意（維持管理）

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

Ⅱ　据付場所について

Ⅲ　設置距離目安

Ⅳ　据付上の注意（維持管理）



三菱重工サーマルシステムズ株式会社	 〒100-8332	 東京都千代田区丸の内３-２-３

三菱重工冷熱株式会社	 〒108-0023	 東京都港区芝浦２-11-５

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。


